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世界最高峰の自動車レースであるF1（フォーミュラ・ワン）。10月に三重県の

鈴鹿サーキットで「日本グランプリ」が開催され、その翌々週には韓国で史上初の

F1が開催される予定です。今年のF1開催国を見てみると、10年前（2000年）に

比べて、新興国での開催が非常に増えているのが分かります。2000年に3カ国

だった新興国での開催が、今年は8カ国にまで拡大しています。

F1開催には自動車メーカーや自動車部品メーカーの宣伝効果が期待できるほか、

車体などに鮮やかな広告を掲げて、F1に関心がある人たちの消費を刺激すると

いった効果が期待されています。中間所得者層の拡大に伴う消費への期待が高まっ

ていることが、新興国のF1開催が増えた背景といえます。

F1に大量の広告を出すタバコ会社が多いため、先進国でタバコへの広告規制が

強化されたことによって 規制が緩い新興国でのF1開催が増えたといった見方も強化されたことによって、規制が緩い新興国でのF1開催が増えたといった見方も

あります。しかし、飲料メーカーや通信会社、金融機関などF1の広告主は多岐に

わたります。新興国が先進国を上回る成長を続け、消費拡大への期待がさらに高ま

れば、F1の開催数で新興国が先進国を逆転する年がやってくるかもしれません。

F1開催国の変遷

出所：Formula OneのWebサイトのデータを元にGSAMが作成。MSCIワールドに含まれている国を先進国、含まれていない
国を新興国（水色と紺色）と定義。紺色の国は新たにF1の開催国となった国を表しています。F1は1ヵ国1開催が原則ですが、
欧州では同じ年に複数回開催される国があるため、一方のレースをヨーロッパ・グランプリと呼んでいます（※部分）。
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